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地域別構想の検討（２） ＜地域づくりの目標＞ 

１．地域別の将来像と方針図の検討プロセスの説明 

（１）地域別の将来像の検討プロセスの説明 

各地域に将来像を以下のステップで検討しました。 

① これまで整理した「現状分析」や「市民アンケートやまちづくりサロンでの意見」等の把握から、各地域の特徴を表す主なキーワードやまちづく

りに対する地域の想いを抽出します。 

② ①のキーワードや想いを踏まえ、取組により実現された地域の姿が将来像に表現されることを念頭に置きつつ、地域らしさを表現するため、他の

地域にもあてはまりやすい普遍的なキーワードよりも、地域の特徴が表現されているものに重きを置いて、将来像の文言を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の方針図の検討プロセス 

⚫ 各地域の方針図は各テーマの取組方針を重ね合わせたうえで、複数のテーマにまたがる取組や重要性の高い取組等を抽出し、地域の将来像の実現

に向けて特に重要な取組を再整理したものとして描きます。 

⚫ 複数のテーマに関連する取組※も存在することから、取組がどのテーマに関連するものなのかがわかるよう、取組の文言の後にテーマを表すアイコ

ンを追加しました。 

※ 例えば、国道 254 号バイパスの整備であれば、テーマ「にぎわい・活力」における産業の活性化と、テーマ「快適な移動」における幹線道路

ネットワークの形成、テーマ「安全・安心」における広域的な緊急輸送道路の確保と３つの役割を担っていることから、この取組の場合、「に

ぎわい・活力」と「快適な移動」、「安全・安心」の３つのアイコンが付くことになります。 

 

■地域の方針図設定の考え方（南部地域を例としたイメージ） 
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２-１．地域別の将来像と方針図の検討【内間木地域】 

内間木地域の将来像 

 

 

 

 

 

＜現況・課題＞                           ＜市民の想い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内間木地域の方針図 

 

  

 

みどりとみずに恵まれた、安全・安心な住環境と 

国道 254 号バイパスのポテンシャルを活かした地域活性化を進める地域 

【市民アンケートより】 

○大切に思う場所 

【まちづくりサロンより】 

○将来への想い（まちづくりの５か条） 

・冠水・浸水対策をし、住み続けたくなるまち・戻ってきた

くなるまち 

・内間木公園の再整備、254 号バイパス沿道の活用 

・公共交通の利便性の向上 

・環境の整備（緑・景観・農地） 

・歩道の安全を確保する（子ども～高齢者が安心して通れる

ように） 

各テーマの現状・課題（凡例 ○：良いところ、▲：改善すべき課題） 

【安全・安心】 

▲浸水想定区域内に要配慮者施設

が立地 

▲浸水想定区域に住宅地が点在 

▲広域的な緊急輸送道路の未整備 

▲水害時の避難場所が限定的 

▲内水氾濫による道路閉塞 

【自然・環境】 

○豊かな自然環境の分布 

○良好な水辺空間を有する河川敷

の存在 

○朝霞調整池の存在 

○優良農地の点在 

▲資材置場等による景観の悪化 

▲河川敷の適切な維持管理・活用 

【快適な移動】 

○市内循環バスの適正な見直し 

▲都市計画道路が未整備 

▲交通事故が多数発生 

▲主要生活道路における交通安全対策

の不足 

【にぎわい・活力】 

○来訪者を呼び込む地域資源が点在 

○国道 254 バイパスの整備 

▲市街化調整区域としての課題 

【私らしい暮らし】 

○教育・文化・福祉施設の立地 

○国道 254 号バイパスの整備 

○自然が豊か 

○▲地域全域が市街化調整区域 

▲公共施設等が少ない 

地域の魅力を高めるもの 
ベースとして改善すべき課題 

根底にある 
地域住民の想い 

【地域全体】 

・水害リスクの低減に向けた雨水・排水対策などを含め、総合的かつ

中長期的な治水対策の検討 

・環境に配慮した土地利用の誘導（無秩序な開発抑制） 

・通学路や危険な交差点等における交通安全対策 

・持続可能な公共交通の運行に向けた取組の推進 

・連続した歩道ネットワークの形成 

・荒川河川敷や朝霞調整池等の地域資源を活用した地域づくり 

・教育や文化・福祉などの機能の充実 

・残存するみどりの保全により集落地環境の維持 

 

自 

交 

賑 

交 

安 

暮 

暮 

交 

暮 

【内間木公園】 

・防災拠点整備の検討 

・公園の拡張整備、まとまったみどりの保全・維持管理

等による質的向上 

・広域幹線道路沿道の特性を活かした土地利用の推進 

安 

自 暮 

賑 

【国道 254 号バイパス】 

・広域的な緊急輸送道路ネッ

トワークの確保 

・沿道における維持管理を含

めた緑化等 

・整備に伴う周辺道路を含め

た交通安全対策の推進 

・沿道の活性化に向けた都市

計画の検討 

 

安 

賑 

交 

自 

【自然環境（河川、農地、緑地等）】 

・農地や緑地保全区域での生き物が集う環境の保全 

・農地の保全や有効活用 

・水辺空間の保全・活用（関係団体等との連携） 

・新河岸川周辺の景観づくり重点地区の指定 

 

賑 

自 

自 

自 

自 

○大切に思う場所 

・公共施設（図書館、体育館 

博物館等） 

・北朝霞・朝霞台駅周辺 

・荒川・新河岸川 

○住まいの近くの地域に 

あったらいいと思う場所 

・飲食ができる場所 

・買い物ができる場所 

・子育て・福祉等公共サービ

スが相談・利用できる場所 
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（参考）将来像の設定根拠 

■【現状・課題】５つのテーマに対する現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ■【市民の想い】まちづくりサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【市民の想い】市民アンケート 

○大切に思う場所 

１位 公共施設（図書館、体育館、博物館等） 

北朝霞・朝霞台駅周辺（店舗や飲食店等含む） 

荒川・新河岸川 

○住まいの近くの地域にあったらいいと思う場所 

１位 飲食ができる場所 

買い物ができる場所（スーパーやコンビニ等） 

子育て・福祉等公共サービスが相談・利用できる場所 
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２-２．地域別の将来像と方針図の検討【北部地域】 

北部地域の将来像 

 

 

 

 

 

＜現況・課題＞                           ＜市民の想い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部地域の方針図 

 

  

 

市街地における安全対策のもと、地域資源を活かした暮らしの魅力と 

駅周辺のにぎわいの共存により、暮らし訪れるたびに愛着が深まる地域 

【市民アンケートより】 

○大切に思う場所 

【まちづくりサロンより】 

○将来への想い（まちづくりの５か条） 

・若い世代を中心に選択肢が多いインクルーシブなまち 

・まちに愛着をもち、自らにぎわいを創出したいまち 

・人中心の安全に移動しやすいまち 

・目に見えるみどりが多いまち 

・犯罪しにくく、災害時に逃げやすいまち 

各テーマの現状・課題（凡例 ○：良いところ、▲：改善すべき課題） 

【安全・安心】 

▲住宅密集地での延焼・避

難リスク 

▲アンダーパスの浸水 

▲災害危険エリアに居住地

や施設の立地 

▲浸水想定区域内に要配慮

者施設が立地 

▲浸水想定区域に住宅地が

点在 

【自然・環境】 

○農地の分布 

○街路樹によるみどりのネ

ットワークの存在 

○河川敷に残る豊かな自然 

○河川沿いに公共施設が立

地 

【快適な移動】 

○交通結節点の存在 

▲公共交通空白地区の存在 

▲通学路の交通安全対策の不足 

▲自転車ネットワークが不連続 

▲都市計画道路が未整備 

▲連続した歩道ネットワークが形成されていない 

【にぎわい・活力】 

○駅を中心に都市機能が集積 

○地区計画による計画的な土地利用の誘導 

▲商店街における商業用地が少ない 

▲駅周辺の公共空間が効果的に活用されていない 

▲浄水場による地域の分断 

【私らしい暮らし】 

○地域特性に応じた地区計画が定められている 

○農地やみどりが残されている 

▲住宅密集地と狭あいな道路の分布 

▲公共施設が少ない 

▲浄水場が閉鎖的 

▲駅周辺の公共空間が効果的に活用されていない 

▲駅と黒目川の導線のつながりが希薄 

地域の魅力を高めるもの 
ベースとして改善すべき課題 

根底にある 
地域住民の想い 

○大切に思う場所 

・北朝霞・朝霞台駅周辺 

（店舗や飲食店等を含む） 

・黒目川 

・私の家のまわり 

○住まいの近くの地域に 

あったらいいと思う場所 

・飲食ができる場所 

・買い物ができる場所 

・緑が多く自然が豊かな場所 

【災害リスクへの対応】 

・水害リスクの低減に向けた雨水・排水対策などを含め、総合的かつ

中長期的な治水対策の検討 

・  

・朝志ヶ丘・宮戸地区における住宅密集地の防災機能強化や狭あい道

路の交通環境の整備、防火対策の推進 

【地域全体】 

・  

・通学路や危険な交差点等における交通安全対策の検討 

・鉄道高架下空間の利活用 

・地区計画を活用した良好な住環境の形成 

【地域資源】 

・宮戸緑地周辺の緑地の保全や農地の利活用による郷土景観や生態系の保全 

・地域資源（黒目川、浄水場、公園等）を活かしたにぎわいづくりを官民連携

で推進 

・地域に開かれた浄水場に向けた検討 

安 

自 

暮 

交 

賑 

安 

安 暮 

交 安 

暮 

暮 

【北朝霞・朝霞台駅周辺】 

・駅周辺での地区計画を活用した商業施設等の誘導施設の誘導や利便性の高い公

共施設の集約化の推進 

・朝霞台駅舎建替えに伴う駅前広場の再編及び周辺環境の整備 

・北朝霞駅西口ロータリーの広場化整備 

・駅周辺の公共施設を活用したイベントの実施や黒目川周辺のイベントとの連携

による活気あるまちづくりの推進 

・北朝霞駅北口広場の防犯対策の推進 

賑 

安 

暮 

交 

賑 

暮 賑 

賑 
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（参考）将来像の設定根拠 

■【現状・課題】５つのテーマに対する現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ■【市民の想い】まちづくりサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【市民の想い】市民アンケート 

○大切に思う場所 

１位 北朝霞・朝霞台駅周辺（店舗や飲食店等含む） 

２位 黒目川 

３位 私の家のまわり 

４位 特にない 

５位 公共施設（図書館、体育館、博物館等） 

○住まいの近くの地域にあったらいいと思う場所 

１位 飲食ができる場所 

２位 買い物ができる場所（スーパーやコンビニ等） 

３位 買い物ができる場所（デパートや大規模なショッピングモール） 

４位 緑が多く自然が豊かな場所 

５位 子供が安心して遊べる場所 
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２-３．地域別の将来像と方針図の検討【東部地域】 

東部地域の将来像 

 

 

 

 

 

＜現況・課題＞                           ＜市民の想い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部地域の方針図 

 

  

 

農地やみどりが残る居住環境と、駅周辺や国道 254 号バイパス沿道における産業が 

共存する生活利便性の高い地域 

【市民アンケートより】 

○大切に思う場所 

【まちづくりサロンより】 

○将来への想い（まちづくりの５か条） 

・居住環境を高めつつ、地域力も高める 

・メリハリをつけてにぎわいを創出 

・誰もが移動しやすい環境の創出 

・農地や斜面林等の地域資源の維持・活用 

・もしもに備えて地域の防災をバージョンアップ 

各テーマの現状・課題（凡例 ○：良いところ、▲：改善すべき課題） 

【安全・安心】 

▲住宅密集地での延焼・避

難リスク 

▲アンダーパスの浸水 

▲災害危険エリアに居住地

や施設が点在 

▲浸水想定区域内に住宅地

や施設が点在 

【自然・環境】 

○農地の分布 

○街路樹によるみどりのネ

ットワークの存在 

○歴史的文化資源の点在 

○市街化区域内に斜面林等

のみどりの存在 

▲資材置場等による景観の

悪化 

【快適な移動】 

○交通結節点の存在 

▲公共交通空白地区の存在 

▲通学路の交通安全対策の不足 

▲自転車ネットワークが不連続 

▲都市計画道路が未整備 

▲連続した歩道ネットワークが形成されていない 

【にぎわい・活力】 

○駅を中心に都市機能が集積 

○駅周辺におけるにぎわい創出のポテンシャル 

○地域資源の存在 

○工業系土地利用を進めるように準備 

○市街化調整区域における有効な土地利用 

▲商店街における商業用地が少ない 

【私らしい暮らし】 

○地域特性に応じた地区計画が定められている 

○農地などのみどりが比較的多い 

○黒目川沿いに公共公益施設が立地している 

▲住宅密集地と狭あいな道路の分布 

▲河川沿いの市街化調整区域に立地する施設

周辺環境の悪化 

地域の魅力を高めるもの 
ベースとして改善すべき課題 

根底にある 
地域住民の想い 

○大切に思う場所 

・朝霞駅周辺 

（店舗や飲食店等を含む） 

・黒目川 

・朝霞の森・青葉台公園・ 

朝霞中央公園 

○住まいの近くの地域に 

あったらいいと思う場所 

・飲食ができる場所 

・買い物ができる場所 

・緑が多く自然が豊かな場所 

【災害リスクへの対応】 

・水害リスクの低減に向けた雨水・排水対策などを含

め、総合的かつ中長期的な治水対策の検討 

・朝霞リードタウン南側の土砂災害警戒区域など災害

の危険性の高いエリアからの居住の誘導 

・岡３丁目、根岸台１～４丁目、８丁目における住宅

密集地の防災機能強化や狭あい道路の交通環境の整

備、防火対策の推進 

・鉄道を横断するアンダーパス部等の浸水対策の検討 

【地域全体】 

・都市計画道路（岡通線、駅東通線）の整備

による幹線道路ネットワークの形成 

・通学路や危険な交差点等における交通

安全対策の検討 

・連続した歩道及び自転車ネットワーク

の形成 

・地域と連携した多様な移動手段の確保 

・地区計画を活用した良好な住環境の 

形成 

・駅前広場や公園などの公共空間利活用

の推進 

・市街化調整区域での無秩序な開発抑制 

【地域資源】 

・旧高橋家住宅など歴史的文化資源の保全とまちづ

くり資源としての活用 

・貴重な湧水である代官水の保全・維持管理 

・点在している崖線の斜面林の保全 

・黒目川、地区内の水路などのみどりと水辺空間の

保全・活用 

交 

安 

交 安 

暮 

暮 

【朝霞駅周辺】 

・朝霞駅周辺への商業施設等の誘導や利便性の高い公共施設の

集約化 

・駅周辺におけるバリアフリーやユニバーサルデザインにも配慮し

た交通結節機能強化や、人中心のウォーカブルな空間の確保 

・駅周辺における既存ストックを活用した都市機能の充実を図

るとともに、建物１階部分のオープン化により歩いて楽しい

空間の形成 

・仲町地区など地域を支える既存商店街を活用した生活に身近

な商業環境の充実を支援 

暮 

暮 

賑 

【産業】 

・国道 254 号バイパス沿道の活性化に向けた検討

（市街化編入など） 

・広域幹線道路沿道の特性を活かした産業用地の

創出 

・地域内に立地する企業や教育施設との連携・協

働による地域経済の活性化の実現 

賑 

暮 

賑 

安 

暮 

交 

安 

自 

賑 

賑 

賑 

自 賑 

自 交 

交 

交 

暮 賑 

暮 

安 

安 

暮 
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（参考）将来像の設定根拠 

■【現状・課題】５つのテーマに対する現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ■【市民の想い】まちづくりサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【市民の想い】市民アンケート 

○大切に思う場所 

１位 朝霞駅周辺（店舗や飲食店等含む） 

２位 黒目川 

３位 朝霞の森・青葉台公園・朝霞中央公園 

４位 公共施設（図書館、体育館、博物館等） 

５位 私の家のまわり 

○住まいの近くの地域にあったらいいと思う場所 

１位 買い物ができる場所（スーパーやコンビニ等） 

２位 飲食ができる場所 

３位 買い物ができる場所（デパートや大規模なショッピングモール） 

４位 緑が多く自然が豊かな場所 

５位 子供が安心して遊べる場所 
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２-４．地域別の将来像と方針図の検討【西部地域】 

西部地域の将来像 

 

 

 

 

 

＜現況・課題＞                           ＜市民の想い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部地域の方針図 

 

  

 

駅周辺のにぎわいと魅力ある産業空間と、地域資源を活用した交流の場の創出による 

つながりを感じられる地域 

【市民アンケートより】 

○大切に思う場所 

【まちづくりサロンより】 

○将来への想い（まちづくりの５か条） 

・コミュニティスペース・複合的 

・地元農産品の即売場、レストラン等のマルシェ 

・バスだけではない移動手段の多様化 

・桜並木の維持・植樹 

・交通安全（歩道、道幅）と浸水リスクと密集市街地リスク 

各テーマの現状・課題（凡例 ○：良いところ、▲：改善すべき課題） 

【安全・安心】 

▲住宅密集地での延焼・避

難リスク 

▲アンダーパスの浸水 

▲災害危険エリアに居住地

や施設の点在 

▲浸水想定区域内に住宅地

や施設が点在 

【自然・環境】 

○農地が点在している 

○工場敷地内にまとまった

緑地の存在 

○川越街道の歴史的文化資

源が存在する 

○河川敷に豊かな自然が残

されている 

▲公園や緑地が少ない 

▲斜面林の減少 

【快適な移動】 

○交通結節点の存在 

▲公共交通空白地区の存在 

▲通学路の交通安全対策の不足 

▲交通事故が多数発生 

▲都市計画道路が未整備 

▲歩きやすい歩行空間が形成されていない 

【にぎわい・活力】 

○駅を中心に都市機能が集積 

○地区計画による計画的な土地利用の誘導 

○市内に企業が多く立地 

○農地や斜面林などの地域資源の存在 

▲駅周辺の公共空間が効果的に活用されていない 

▲商店街における商業用地が少ない 

▲工業系用途地域における住工混在 

【私らしい暮らし】 

○駅前に地区計画が定められている 

○農地やみどりが残されている 

▲住宅密集地と狭あいな道路の分布 

▲他地域に比べ、公共施設が少ない 

▲駅と黒目川を結ぶ導線のつながりが希薄 

地域の魅力を高めるもの 
ベースとして改善すべき課題 

根底にある 
地域住民の想い 

○大切に思う場所 

・黒目川 

・北朝霞・朝霞台駅周辺 

（店舗や飲食店等を含む） 

・特にない 

○住まいの近くの地域に 

あったらいいと思う場所 

・買い物ができる場所 

・飲食ができる場所 

・緑が多く自然が豊かな場所 

【災害リスクへの対応】 

・水害リスクの低減に向けた雨水・排水対策などを

含め、総合的かつ中長期的な治水対策の検討 

・黒目川左岸沿いの災害の危険性の高いエリアからの

居住の誘導 

・三原地区における住宅密集地の防災機能強化や狭あ

い道路の交通環境の整備、防火対策の推進 

・鉄道を横断するアンダーパス部等の浸水対策の検討 

【地域全体】 

・都市計画道路（黒目川通線等）の整備による幹線

道路ネットワークの形成 

・通学路や危険な交差点等における交通安全対策の

検討 

・連続した歩道ネットワークの形成 

・老朽化した側溝の改修等による歩行者空間の改善 

・弁財地区や三原地区に形成されている地域を支え

る既存商店街、三原通り沿道の商店など生活に身

近な商業環境の充実を支援 

・残存するみどりや農地の保全による自然環境と調

和した住環境の維持管理 

 

【地域資源】 

・川越街道筋等の歴史的要素（膝折宿など）の保全

やまちづくり資源としての活用 

・黒目川沿いの桜並木の適切な維持管理 

・泉水、膝折地区の崖線の斜面林の保全 

安 

安 

安 

暮 

暮 

【北朝霞・朝霞台駅周辺】 

・駅周辺での地区計画を活用した商業施設等の誘導施設の誘導や利便性の高

い公共施設の集約化の推進 

・朝霞台駅舎建替えに伴う駅前広場の再編及び周辺環境の整備 

・駅周辺の公共施設を活用したイベントの実施や黒目川周辺のイベントとの

連携による活気あるまちづくりの推進 

・福祉等複合施設の整備 

・駅・黒目川の回遊性向上 

賑 

交 賑 暮 

賑 暮 

暮 

賑 暮 

交 

交 

賑 

自 

安 

暮 

安 

自 

賑 自 

自 

【工業系地域】 

・工業地内に残存する緑地等の

保全や公園・児童遊園地等

の適切な維持管理 

・泉水、膝折地区に立地する企

業との連携・協働による双

方に配慮した空間形成や地

域経済の活性化の実現 

自 

賑 

交 
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（参考）将来像の設定根拠 

■【現状・課題】５つのテーマに対する現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ■【市民の想い】まちづくりサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【市民の想い】市民アンケート 

○大切に思う場所 

１位 黒目川 

２位 北朝霞・朝霞台駅周辺（店舗や飲食店等含む） 

３位 特にない 

４位 私の家のまわり 

５位 朝霞の森・青葉台公園・朝霞中央公園 

○住まいの近くの地域にあったらいいと思う場所 

１位 買い物ができる場所（スーパーやコンビニ等） 

２位 買い物ができる場所（デパートや大規模なショッピングモール） 

３位 飲食ができる場所 

４位 緑が多く自然が豊かな場所 

５位 買物ができる場所（個店が集まる商店街） 
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２-５．地域別の将来像と方針図の検討【南部地域】 

南部地域の将来像 

 

 

 

 

 

＜現況・課題＞                           ＜市民の想い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部地域の方針図 

 

  

 

駅周辺や基地跡地を中心としたにぎわいの創出と 

みどりや歴史、地形などを活かした楽しい地域 

【市民アンケートより】 

○大切に思う場所 

【まちづくりサロンより】 

○将来への想い（まちづくりの５か条） 

・子どもから高齢者、障がい者も安心して暮らせる地域づく

り 

・歴史や地形を公民で活かして朝霞を楽しむ 

・高齢化に対応した持続可能な移動手段の確保 

・市民の手で緑や環境をもっと良くしていく 

・狭いみちでも安全で、いざというときにも安心 

各テーマの現状・課題（凡例 ○：良いところ、▲：改善すべき課題） 

【安全・安心】 

▲住宅密集地での延焼・避

難リスク 

▲アンダーパスの浸水 

▲災害危険エリアに居住地

や施設が点在 

▲浸水想定区域内に住宅地

や施設が点在 

【自然・環境】 

○河川敷に豊かな自然が残

されている 

○川越街道の歴史的文化資

源が存在する 

○街路樹によるみどりのネ

ットワークの存在 

○市民の憩いの場である基

地跡地の存在 

▲緑地の分布の偏り 

【快適な移動】 

○交通結節点の存在 

○自転車ネットワークの形成 

▲公共交通空白地区の存在 

▲通学路の交通安全対策の不足 

▲連続した歩道ネットワークが形成されていない 

▲勾配による高齢者の移動制約 

【にぎわい・活力】 

○駅を中心に都市機能が集積 

○駅周辺にまちづくりに関するイベントが開催 

○基地跡地がある 

○旧川越街道等の地域資源の存在 

○川越街道が存在 

▲商店街における商業用地が少ない 

▲工業系用途地域における住工混在 

【私らしい暮らし】 

○基地跡地をはじめ、公園が多く分布 

○駅周辺にまちづくりに関するイベントが開

催 

○農地やみどりが残されている 

▲住宅密集地と狭あいな道路の分布 

地域の魅力を高めるもの 
ベースとして改善すべき課題 

根底にある 
地域住民の想い 

○大切に思う場所 

・朝霞の森・青葉台公園・ 

朝霞中央公園 

・黒目川 

・朝霞駅周辺 

（店舗や飲食店等を含む） 

○住まいの近くの地域に 

あったらいいと思う場所 

・買い物ができる場所 

・飲食ができる場所 

・緑が多く自然が豊かな場所 

【災害リスクへの対応】 

・水害リスクの低減に向けた雨水・排水対策などを含め、総合的かつ中

長期的な治水対策の検討 

・黒目川右岸沿いの災害の危険性の高いエリアからの居住の誘導 

・幸町・本町・栄町周辺における住宅密集地の防災機能強化や狭あい道

路の交通環境の整備、防火対策の推進 

・鉄道を横断するアンダーパス部等の浸水対策の検討 

・駅前通りやシンボルロード等の無電柱化の推進 

【基地跡地】 

・基地跡地利用計画、基地跡地地区地区計画に基づ

く施設整備及び土地利用の推進 

・基地跡地における防災拠点化の検討 

・朝霞駅周辺と一体的なにぎわいや活力の創出に向

けた官民連携の取組の推進 

暮 

【朝霞駅周辺】 

・市役所をはじめ、主要な公共施設の立地を活かし、朝霞

駅前の活性化と連動した回遊性の高い歩道・広場の設

置・充実などにより中心拠点としての魅力向上 

・オープンスペースの創出に向けた取組と、空間を活用し

たイベントの実施 

・シンボルロードの歩行者利便増進道路指定による道路空

間の利活用 

・駅周辺への商業施設等の誘導施設の誘導や利便性の高い

公共施設の集約化 

・朝霞駅南口周辺地区個通安全対策基本構想に基づく交通

安全対策 

安 暮 

【地域資源】 

・黒目川沿いの桜並木の適切な維持管理 

・川越街道筋の歴史的要素（膝折宿）の保全やまち

づくり資源としての活用 

・貴重な湧水である広沢の池の保全・維持管理 

【地域全体】 

・通学路や危険な交差点等における交通安全対策の検討 

・連続した歩道及び自転車ネットワークの形成 

・地域と連携した移動手段の確保 

・ひざおり通りなどの坂道周辺におけるまちなかベンチの設置の

検討 

・膝折町や栄町などに立地する企業との連携・協働による双方に

配慮した空間形成や地域経済の活性化の実現 

・膝折町、幸町、本町、栄町など地域を支える既存商店街を活用

した生活に身近な商業環境の充実を支援 

安 

自 

交 

賑 

安 

暮 

交 安 

暮 

暮 

交 

交 

交 

賑 

自 

自 

賑 

賑 

賑 

安 

安 

安 

安 

賑 

暮 
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（参考）将来像の設定根拠 

■【現状・課題】５つのテーマに対する現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ■【市民の想い】まちづくりサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【市民の想い】市民アンケート 

○大切に思う場所 

１位 朝霞の森・青葉台公園・朝霞中央公園 

２位 黒目川 

３位 朝霞駅周辺（店舗や飲食店等含む） 

４位 私の家のまわり 

５位 シンボルロード 

○住まいの近くの地域にあったらいいと思う場所 

１位 買い物ができる場所（スーパーやコンビニ等） 

２位 飲食ができる場所 

３位 買い物ができる場所（デパートや大規模なショッピングモール） 

４位 緑が多く自然が豊かな場所 

５位 買物ができる場所（個店が集まる商店街） 
 


